
発行　青森FHC 会長 櫻田 正行

編集委員 大石忠秀・櫻田正行

期日： 2021年8月21日（土）6時～

参加：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森FHCニュース393号　　2021年 8月31日

    青森FHCニュース　

櫻田正行、会津エリ子、白戸美和子、葛西直子、磯谷久美子（体験参加）

　8月例会報告 　「 岩木山 　1,625ｍ 」  　弘前市     　　担当：櫻田 正行

木の根っこの階段はだんだん急坂になる

獄温泉小島旅館の温泉でさっぱりした後、復路道中の露店で「獄きみ」

もお安く購入できて大満足。お疲れさましでた。

岳コース挑戦ということで、体験参加の磯谷久美子さんを加えた５人で

７時45分、嶽温泉駐車場を出発。車も通れるぐらい広い登山道はヤ

ブ蚊の巣窟、着ているものの上からでも刺してやろうと企む奴らの攻撃は

容赦ない。プ～ンプ～ンうるさく寄ってくる敵を手で払いのけながら、薄暗

いブナ林の中を進む。このころから会津さんと白戸さんが遅れ始め、巨

木の森分岐手前で２班に分かれてしまった。

営林署試験地のある90度曲がり角からは道幅が狭くなり、木の根っこ

の階段はだんだん急坂になる。道が掘れてＶになり石も多く、すこぶる

歩きづらい。見晴らしがないため、急登がいつまで続くのか予測できない

心細さと暑さでかなり消耗する。

９合目までは体力温存と称し片道だけリフトを使用することにする。リフト

に換気は関係なさそうなのに乗車中はマスクの装着を求められた。10時

24分、９合目着。岩登り用に支度して、最後の難所へと向かう。鳳鳴

ヒュッテ上の岩場テラスまで登ったところで見下ろすと、見覚えある黄色とピ

ンクＴの後続２人がリフトから降りる瞬間を確認した。

11時２分山頂着、磯谷さんも遅れて登頂達成。風もなく休憩には好条

件だった。30分もすれば２人が来ると信じ、食べながら待とうということで

食事にする。しかしながら彼女達から「鳳鳴小屋から下山、山頂アタック

はしない」という連絡があったため、長居は無用とばかりそそくさと下山開

始。９から８合目まで歩くこと約30分、12時35分に８合目ターミナルで

やっと５人が全員集合できた。黄色とピンクは復路もリフトを使用したとい

う、これもありかなと（笑）。ピークを極めるのがすべてではないというベテ

ラン感もりもり。昼食も済ませて待機しておられました。

汗だらけで９時47分、櫻田会長と葛西が８合目に到達。バス停前の

レストハウスはトイレが使えるものの、売店とテーブルが撤去され、窓際に

ベンチがあるだけの殺風景な状態になっていた。約15分遅れて磯谷さ

んが到着、後続の２人はもう30分遅れとの連絡で先に進むことの了承

を得る。

岩木山スカイライン看板前スペースであったかいコーヒーとフルーツで食後

のリフレッシュ、下山前になごみます。近くにいた人に撮ってもらい、全員で

１枚の写真に収まることができた。13時７分、隊列をつくって下山開

始。登ってきた道をゆっくり戻り14時45分、登山口にある稲荷様の赤い

鳥居をくぐって無事ゴール。タイトな山行でしたが、ほぼ計画書どおりの時

間配分で行動ができた。

磯谷さんも遅れて登頂達成

レポート ｂｙ 葛西



１．日　時 ： 9月25日（土）　8：00～　　

２．場　所 ： 横内「カッパの湯」山寄りの駐車場

３．移　動 ： 自家用車乗り合わせ

４．会　費 ： 2,600円（ﾛｰﾌﾟｳｪｲ往復利用含む）

５．締　切　： 9月18日（土）

６．申　込　： 白戸三和子さん　017-718-1574

： 電話での申込みは17時迄

７．その他 ： お風呂グッズの準備 

： ルートは山頂公園駅から

赤倉岳～井戸岳～大岳往

復４時間２５分（往復ロー

プウェイに乗車）

　9月例会案内 　「 八甲田大岳　1,585ｍ 」  　青森市     　　担当：大石 忠秀

集合写真は8合目で全員集合

頂上は風もなく休憩には好条件 下界は雲海の下


